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全国バズ学習研究会研究者儀
名 古 屋 大 学 教 育 学 部 教 授

全 国 バ ズ 学 習 研 究 会 会 長
春 日井市立 高 森 台 小 学 校長

第27回全国バズ学習研究大会会長
尼 崎 市 立 大 島 小 学 校 長
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バ ズ学 習 一

平成 5年 2月 10日 (水 )
小学校 午前 10時 20分授業開始
中学校 午前 9時 40分授業開始

兵庫県尼崎市立上坂部小学校

尼崎市東塚口町 1丁目 15-36
電話 06-427-3830

平成 4年 11月 30日
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1。 日  時

2.会  場

3.主

4。 後

(9時 4o分受付 )
(9時 10分受付 )

尼崎市立大どを学校
尼崎市菜切山町 37番地

電話 06-418-1661

催
　
援

全国バズ学習研究会   尼崎市個を生かす指導法研究会

兵庫県教育委員会   尼 崎市教育委員会
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小学校では今年から、中学校では来年度から新指導要領が全面実施され、新しい指導

観に立った個性重視の教育の実行が期待されています。生涯学習の基礎を培う観点から、

学力を知識の量や点数でとらえるのではなく、自己教育力でとらえようとするところか

ら、第 3の教育改革といわれています。文部省は、これからの教育においては、特に

①児童の側に立らた指導観を確立する ②深い児童理解をもつ ③一人一人が励まし認
め合う学級経営を進める一の 3点に留意して学習指導を進めることが大切である、と強

調しています。

一方、人間関係を基盤とした学習と指導の理論であるバス学習では、達成すべき学習

課題とその方法・手段との関係を明確化し、構造化して認知的目標 (知的な面の目標 )

と態度的目標 (専掌 ::興味 :閲心・寒‐、中力・持績力など )と を同時に達成しようとして
います。

今大会は、このバズ学習の手法を生かして、新しい教育の具現化をめざす小集団研究

グループとして、 3年前に尼崎で誕生した「個を生かす指導法研究会Jが中心となって

開催します。バズ学習及びその他の小集団学習、新しい教育の動向などに関心を寄せて

おられる実践者が、全国各地から多数ご参集くださり、生き生きとした実践の交流が活

発に行われることを期待しています:

受験期で、公私ともにご多忙のこととは存じますが、多数ご参加くださいますよう

ご案内申し上げます。
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5。 日  程

9:40    10:20    11105  11:20      12:30   13120     14:40  14:50         16130

小 学 校
受

付
公開授業 移動 分 科 会 昼食 研修講座 移動

全 体 会

講 演 会

9:10 9:40    10130 10:50      12:00           13:20

中学校

受

付
公開授業 移動 分 科会 昼食・移動

(バラく)

(小学校に合流

6.公開授業

小学校 (於 :上坂部小学校 )10:20～ 11:05

中学校 (於 :大庄東中学校 ) 9:40～ 10:30

※ だヽ学校と中学校はかなり離れていますので、予め参加される校種を決めておいで

ください。

ザ

年 教 科 教 室 授業者 (所属校 ) 題 材

学級会 生活科 西村久美子 (尼・ 潮 小 ) 学級問題についての話し合い

3 国 語 理科室 岸本富士子 (尼・ 園和北小 ) ソメコとオニ

5 社 会 5-1 小 野 宗一 (尼・上坂部小 ) 国土の自然を守る

6 国 語 多目的 坂部由里子 (尼・大 島 だヽ ) きつねの窓

年 教 科 教 室 授業者 (所属校 ) 題 材

社 会 視聴覚 大 西 宏道 (尼・大庄東中 ) 開国をめぐる幕末の動き

2 道 徳 理科室 大 龍 雅子 (尼・大庄東中 ) 思春期の心
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7:分 科 会

小学校 (於 :上坂部小学校 )11:20～ 12:30(70分 )

8。 分科講座 (於 :上坂部小学校 )13:20～ 14:40(80分 )

(1)基礎講座 (多目的教室 )

分科会 教 室 提案者 (所属 ) 司会者 (所属 ) 助言者 (所属 ) 記録者 (所属 )

低学年

分科会
生活科

細 川 洋 子

(尼・武庫南小 )

小 野 俊 子

(尼・開明小 )

黄 楊 荒 雄

(尼・教総セイト )

丸 山 正 克

(豊川・ 天王小 )

枝 根 富 子

(尼・北難波小 )

高学年

分科会
多目的

市 来 初 義

(尼・園和北小 )

川 島 正 樹

(尼・武庫東小 )

池 田  洋
(尼・大島小 )

阿 部 吉 一

(春日井

・高森台小 )

北 サ|1明 子

(尼・園和小 )

中学校 (於 :大庄地区会館 ) 11:00～ 12:10(70分 )

分科会 教 室 提案者 (所属 ) 司会者 (所属 ) 助言者 (所属 ) 記録者 (所属 )

中学校

分科会

大庄地

区会館

嘱 離
)

井 上 公 哉

(尼・大庄北中)

原 口 政 二

(尼・園目東中 )

里 見 一 郎

(尼・若草中)

金 生 鐵 雄

(尼・南武庫

之荘中)

望 月 奉目郵
(東京・英華高 )

長谷川 洋 子
(尼・大庄東中)

ァ  ー  マ 講師 (所属 ) 司会者(所属 ) 記録者 (所属 )

これからバズ学習を

始める人のために

岩 田 鎮 人

(春日井

・鷹来中 )

山 本 公 一

(尼・開明小 )

渡 辺 千 枝

(尼・清和小 )

唸)実践研究発表講座 (各教室 )

教 室 テ ー マ 発表者(所属 ) 司会者(所属 ) 助言者(所属) 記録者(所属 )

①
6-1

自ら学ぶ意欲

を高め、一人

一人が生きる

算数教育

藤 田 浩 実

(春日井

・篠原小 )

熊 谷 一 文

(春日井

・イ菊康/1ヽ )

鹿 内 信 善

(北海道大学 )

加 嶋 雅 代

(尼・大島小 )

②

6-2

子どもがのり

だし、見つけ

ねりあげる算

数の授業

洞 谷 重 治

(滋賀

・伊n/1ヽ )

田 村 洋 子

(尼・武庫小 )

松 原 敏 浩

(大同工業大学)

吉 村 その子

(尼・大島小 )
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教室 ァ  ー マ 発表者 (所属) 司会者 (所属) 助言者(所属) 記録者(所属 )

③

6-3

相互活動を生

かした道徳の

授業

小 河 直 子

(春日井

・牛山小 )

田 川 正 樹

(春日井・

・玉サ|1小 )

小 石 寛 文

(神戸大学 )

西 谷 昌 子

(尼 :

立相 回 )ヽ

④

6-4

数学科におけ

る個を大切に

するバズ学習

鈴 木 敏 史

(土岐・泉中)

坂 野 直 樹

(土岐・泉中)

久保田  滋
(東京・目黒

教育研究所 )

乾  雅 雄
(尼・常陽中)

⑤

5-1

思いやる心あ

遮ゝれる生徒の

育成をめざし

て

岡 田 尚 之

(春日井

・鷹来中)

武 田 広 也

(春 日井

・鷹来中)

伊 藤  篤
(日本福祉鮮 )

宇 田  光
(松阪大学 )

福 原 正 隆

(尼・南武庫

之荘中 )

13)応用講座 (図書室 )

ァ  ー  マ 講師 (所属 ) 司会者 (所属 ) 記録者(所属 )

今後のバズ学習の

あり方

バーノラ●シュワーブ

(名古屋商科大学 )

有 川 勝 久

(尼・成文小 )

吉 田 幸 子

(尼・尼崎北小 )

9。 全 体 会 (体育館 ) 14:50～ 15:10  ,三 司会者・ 河 嶋 孝 之

主催者挨拶  第 27回全国バズ学習研究大会会長    ・ 池 田  洋
全国バズ学 習研究会研究者代表    ・ 梶 田 正 巳

来 賓 挨 拶  兵庫県教育委員会阪神教育事務所長    ・ 竹 内 暉 雄

尼 崎 市 教 育 委 員 会 教 育 長    ・ 山 田 耕 三

記 念 講 演 (体育館 )15110～ 16:20

演 題  「新 しい学力観とバズ学習」

講 師  中京大学教授・ 杉 江 修 治 先生

閉 会 挨 拶  研究大会副会長、尼崎市立上坂部小学校長  ・ 谷 口 寛 二
‐

10。 参加申し込み

(1)別紙申し込み用紙に必要事項をご記入のうえ、下記宛、事前にお申し込みください。

(資料代等の代金は、当日、受付で納入してください。)

〒660尼崎市稲葉荘 2丁 目 10-7
尼崎市立大島小学校

池 田  洋
(TEL 06下 417-5721)           |
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(2)申 し込み期限  平成 5年 1月 15日 (金 )
資料や会場準備の都合がありますので、申し込み期日を厳守してください。

. 事前申.し込みをされなかった方には、資料が不足してお渡しできない場合があり
ますので、ご承知おきください。

11。 昼食について

上坂部小学校付近には食堂がありませんし、中学校会場からの移動時間が少ないの

で、できるだけ弁当 (800円 )をお申し込みください。

12.宿泊について

宿泊ご希望の方は、下記の所へ直接お申し込みください。
し      ◆〒660 尼崎市東大物町 1-1-2  産業郷土会館  (TEL 06-488-2351)

1泊  2,000円 (素泊り )一一使用日の 3カ月前から受付
◆〒660 尼崎市昭和南通 4丁 目30  尼崎ユニオンホテル (TEL 06-411-5000)

1泊朝食付き 一―シングル 8,370円 から4タ イプ
◆〒660 尼崎市昭和南通 4丁目27-2ビ ジネスホテル上野 (TEL 06-413-1941)

1泊  7,000円 (素泊り )
その他、公立学校共調陣合宿泊所 (なにわ荘・六甲荘 )等をご利用ください。

▼

13,懇 社 会

◆日  時  2月 10日 (水 )18:00～ 19:30 (大 会終了後 )
◆場  所  ロイャルパレス「平安閣」

〒660尼崎市昭和通 5丁目182 (TEL 06-413-3303)
◆会  費  6,000円 (大会当日に受付で納入してください。)
◆参加申込  大会参加申込書の懇親会の欄に○印をつけてお申込ください。

14.交通案内

(1)尼崎市立上坂部小学校 (小学校―授業・分科会場、全体会場 )
〒661 尼崎市東塚口町 1丁 目 15-36 TEL 06-427-3830

① JR福知山線「塚口」下車、徒歩 2分。 (東海道本線「尼崎」で福知山線と分岐 )
②阪急電車神戸線「塚口J下車。市バスか阪急バスに乗車、2つ目の「塚口」下車
③阪神電車「尼崎」下車。阪急バスに乗車、7つ目の「塚口」下車、徒歩 3分

12)尼崎市立大庄東中学校 (中学校一授業会場 分科会場の地区会館は学校の東隣 )
〒660 尼崎市菜切山町 37   TEL 06-418-1661

① JR東海道本線「立花」下車。タクシーで 10分。
②阪急電車神戸線「武庫之荘J下車。タクシニで 20分。
③阪神電車「センタープール前」下車。北へ徒歩 15分。
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